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そ
の
�　

歳
以
上
の
人
の
保
険
証
が

　

歳
以
上
の
人
の
保
険
証
が

７５７５新
し
く
な
り
ま
す

新
し
く
な
り
ま
す

 

医
療
制
度
改
正

　

４
月
１
日
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
、
ま
た
問
い
合
わ
せ
の
多
い
質
問
に
つ
い
て

お
答
え
し
ま
す
。

　

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

（
水
色
）は
、
一
人
に
１
枚
交
付
さ
れ

ま
す
。
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
で

２０

該
当
す
る
人
に
は
、
３
月
中
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
２
日
以
降

２０

に　

歳
に
な
る
人
は
、　

歳
到
達
日

７５

７５

ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
、
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
（
高
齢
受
給
者
証
な
ど
）

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
加
入

し
て
い
た
保
険
者
の
指
示
に
従
っ
て

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

歳
に
な
り
、
後
期
高
齢
者

７５

　
　

医
療
制
度
に
移
る
と
き
の
手
続

　
　

き
は
？

　
　
　

自
動
的
に
移
行
す
る
た
め
、

　
　

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
そ
の
人
の
扶
養
で
あ
っ

た　

歳
未
満
の
人
は
、
国
民
健
康
保

７５
険
や
社
会
保
険
な
ど
へ
の
加
入
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
発
送

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
Ｑ
＆
Ａ

　
　

歳
以
上
の
人
と
、　

歳
以
上
で

７５

６５

一
定
の
障
害
が
あ
り
老
人
保
健
の
該

当
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
４
月
１
日

か
ら
、
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
発
行
す
る
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
を
医
療
機
関
等

の
窓
口
に
提
示
し
受
診
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

医
療
機
関
等
の
受
診

　

新
し
い
被
保
険
者
証（
カ
ー
ド
型
）を
、
３
月

下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
等
に
誤
り
が
な
い
か
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。今
回
の
有
効
期
限
は
、
平
成　

年
９

２０

月　

日
で
す
。

３０
※
平
成　

年
９
月　

日
ま
で
に　

歳
に
な
る

２０

３０

７５

人
、　

歳
に
な
る
退
職
被
保
険
者
の
人
は
有
効

６５

期
限
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
被
保
険
者
証

に
同
封
し
て
い
る
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
古
い
被
保
険
者
証
は
、
市
民
課
、
各
地
域
局

住
民
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
４
月
以
降
早
め
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

〇
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合
は
、
早
急
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〇
前
期
高
齢
者（　

歳
〜　

歳
）の
人
に
は
高

７０

７４

齢
受
給
者
証（
白
色
）を
、
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
や
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
新
し
い
証
を
、

３
月
下
旬
に
別
途
送
付
し
ま
す
。
受
給
者
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
ま
で
被
保

険
者
証
と
一
緒
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は

納
税
相
談
の
上
、
市
役
所
で
直
接
交
付
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
戸
籍
住
民
係（
�
�

０
２
５
２
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

送
付
し
ま
す

QA

＜平成２０年３月まで＞

加入医療保険

の健康保険証

老人保健受給

者証（白色）

１割または３割負担

１割または３割負担

+

＜平成２０年４月から＞

後期高齢者医

療被保険者証

（水色）



平成２０年（2008）３月〈１１〉

　
　
　

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負

　
　

担
は
？

　
　
　

今
ま
で
の
老
人
保
健
と
同
様
、
１
割

　
　

（
現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
人
は
３
割
）

負
担
で
す
。

　

な
お
、
負
担
割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
、
前
年
の
所
得
お
よ
び
収
入

に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
、

６５

　
　

制
度
の
対
象
者
に
該
当
す
る
場
合（
４

月
１
日
に
す
で
に
移
行
し
た
場
合
を
除
く
）

は
申
請
が
必
要
な
の
？

　
　
　

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
申
請

は
市
役
所
で
受
け
付
け
ま
す
。　

　

申
請
は
任
意
で
す
。
手
続
き
の
詳
細
は
保

険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
？

　
　
　

今
回
送
付
す
る
被
保
険
者
証
の
有
効

　
　

期
限
は
、
平
成　

年
７
月　

日
で
す
。

２１

３１

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
８
月
１
日
か
ら
翌

２１

年
７
月　

日
ま
で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

３１

　
　
　

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
は
？

　
　
　

転
出
す
る
と
き
は
、
市
役
所
へ
の
届

　
　

け
出
が
必
要
で
す
。

　

県
外
へ
転
出
す
る
場
合
は
、被
保
険
者
証
を

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
「
負
担
区
分

証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
転
出
先
で
資

格
取
得
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、

返
却
さ
れ
た
被
保
険
者
証
の
写
し
を
お
渡
し

し
ま
す
。転
出
先
へ
持
参
し
、手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

被
保
険
者
証
を
な
く
し
た
ら
？

　
　
　

紛
失
し
た
り
汚
損
し
た
場
合
は
、
再

　
　

発
行
し
ま
す
。

　

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
と

印
鑑
を
持
参
し
、
市
役
所
ま
た
は
各
地
域
局

住
民
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

入
院
時
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
低

　
　

所
得
者
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
や
、
人
工
透
析
な
ど
長
期

疾
病
に
該
当
す
る
場
合
の
「
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
」
は
ど
う
な
る
の
？

　
　
　

今
ま
で
の
老
人
保
健
と
同
様
、
該
当

　
　

と
な
る
場
合
は
市
役
所
へ
申
請
す
れ
ば

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
「
老

人
保
健
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」（
有
効
期
限
・
平
成　

年
３
月

２０

　

日
）
や
、「
老
人
保
健
特
定
疾
病
療
養
受
療

３１証
」
を
お
持
ち
の
人
に
は
、
新
し
い
制
度
で

引
き
続
き
使
用
で
き
る
証
を
、
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
険
課
健
康
保
険
係
（
�

�
０
２
５
８
）
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市政への提案はがきから
　市へ寄せられた「提案はがき」の中から、

主な提案・意見に対する市の考え方を紹介

します。

選挙の立会人に若い人など幅広い起
用をして、選挙への関心を高めてはど
うか

　投票立会人は、選挙権のない人が投票し

たり、替玉投票が行われたり、投票の秘密

が侵害されたりすることのないように投票

の執行状況を監視するための機関です。選

任に当たっては、当該選挙の候補者と関係

のない公正な人物を選任するよう配慮して

います。また青年や女性からも選任するよ

う努めています。

　しかし、みだりに雑談や私語のできない

状況で、拘束時間が長いこともあり、投票

立会人に選任されることを拒む人も少なく

なく、同じような顔ぶれ、同じ年代の人に

偏る傾向があります。　

　若い人など幅広い起用をすることで、投

票所の雰囲気を明るく変える効果や、投票

への関心の高まりが期待されます。今後も、

できる限り青年や女性からも選任するよう

努めていきます。

■問い合わせ　

　選挙管理委員会事務局（��０２５５）

公用車は市民から集めたバイオ
ディーゼル（天ぷら油）で動かしてみ
てはどうか

　一般家庭から排出される油（廃食用油）

は、使用された回数等により酸化状態がそ

れぞれ異なりバイオディーゼル燃料への精

製が困難であること、また収集体制上の問

題などから市の現状では収集していません。

　現在、市では、吉備国際大学の食堂等大

量に排出される事業所の廃食用油を精製し

たバイオディーゼル燃料を購入し、平成１８

年１１月からごみ収集車の一部で使用してい

ます。

　今後、状況をみて使用車両の拡大を行っ

ていきます。

■問い合わせ

　環境衛生課衛生係（��０２５９）

QA

QAQ


